	会議名
	令和７年度 第１回 厚木市地域包括支援センター運営協議会

	会議主管課
	市民福祉部　地域包括ケア推進課　在宅福祉推進係

	開催日時
	令和７年７月10日(木)午後２時～３時

	開催場所
	厚木市役所　第二庁舎　農業委員会会議室

	出席者
	厚木市地域包括支援センター運営協議会委員　９人

事務局　市民福祉部長、市民福祉部次長、
地域包括ケア推進課長、在宅福祉推進係長、係員


１　開会（地域包括ケア推進課長）
　挨拶
　　・会長あいさつ
　　・市民福祉部長あいさつ

２　案　　件
（1） 令和６年度厚木市地域包括支援センター事業報告について
※資料１、２に基づき事務局説明
【質疑】
	委員
事務局
委員
事務局
委員
委員
事務局
委員
	資料２の決算書を見て、人件費等の支出の表記の仕方に統一感がない。
今回初めて協議会に決算書を提出させていただいた。今回の意見を基に書式や表記の仕方を検討していきたい。
人件費について、基準は設けているのか。
現在は設けていないが、他市では設計額を公表している場合もある。本協議会においても審議していただきたい。
経営母体の方針もあるので、難しいところではあると思うが、人件費の統一についても考える必要があるかもしれない。
包括の設置者や管理者との意見交換はどのように行っているか。
管理者とは年に４回の会議、設置者とは契約内容が大きく変わるときに説明に伺っている。
設置者にも包括の事業内容をしっかり理解してもらうことが重要である。


質疑後、承認
（2） 令和７年度厚木市地域包括支援センター活動評価について
※資料３、４に基づき事務局説明
	委員
事務局
委員
事務局
事務局
事務局
事務局
事務局
事務局
事務局
委員
事務局
事務局
委員
	評価シートについて昨年度と変更したところはあるか。
資料４で示しているとおり、管理運営面についてＡ評価の基準を公開して、包括との評価基準の共有を図っている。
Ａ評価は特段優れている際の評価となると思うが、そういった基準が公表されることは評価がしやすくなって良い取り組みだと思う。
包括において相談業務は非常に大切になってくると思うが、相談に来ない高齢者にも課題がある。歯科医師会では夜間に歯医者に逃げ込めるような取り組みをしていると聞いた。課題の解決のために多職種での連携を強めて取り組んでいくことが必要である。
厚木警察署と歯科医師会で連携をして、こども110番で見守り連携を始めた。歯科医師と地域の連携を意識した取り組みの一つである。
医師としても、包括が受けている年間約５万件の相談に対してもっと役に立てるところはあるのではないかと考えている。包括とも連携していきたいので、ルリアンと医師会で協議会を開くことも考えている。
決算書を見ていて、第二層協議体や地域ケア会議等にかかる事業費が包括ごとにばらつきがある。事業費の少ない包括がより一層取り組んでいければ、より充実した地域になると思う。
最近身内のことで包括に相談して、包括の仕事を目の当たりにする機会があった。民生委員として包括と今後も連携をしていきたい。
評価シートにない部分にも包括の潜在的な活動があるのではと感じた。評価の差異をなくすため、基準を公表した上で、結果を踏まえてまた次回協議できたらと思う。
サービスを受けたいとき、包括に相談すればいいということを知っている人が少ない。そういう人をどう連携して適切に支援につなげるかについても検討していきたい。
包括の相談記録について、個人情報を消した形で関係機関内において共有できたら地域の課題も分析しやすくなると思う。
医療及び介護サービスを受けていないが、支援が必要な方を把握する方法が必要になってくる。

市の事業で介護予防把握事業というものがある。高齢者の身体等の状況を把握するためのアンケートを送付して、結果を包括と共有している。訪問等も行い、各包括で地域課題の分析を行いながら、相談にもつなげていきたい。
今年度は提示いただいた様式案で評価を進めていただいて、次回協議会で結果を拝見する。


　　　質疑後、承認
(３)その他
	委員
事務局
	厚木市は15地区に分割できると思うが、包括を今後増やす予定はあるか。
現段階では、考えていない。


４　閉　　会（副会長）
５　次　　回　令和７年10月２日午後２時から　予定
厚木市役所第二庁舎15階　農業委員会会議室

以上
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